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	1) 研究の背景および目的
	骨髄移植をはじめとする同種造血幹細胞は、血液の病気を持つ患者さんへの大きな治療選択肢となっていますが、依然として、病気の再発や移植特有の合併症が発生しています。
	近年、骨髄以外にも末梢血幹細胞、臍帯血、HLA半合致ドナーなど様々な移植片の利用が可能となって来ています。さらに、移植片対宿主病（GVHD）を抑制するための新しい予防法である移植後シクロフォスファミド療法が追加され様々な方法のGVHD予防法も用いられるようになって来ております。当院でも年間約50例の同種造血幹細胞移植を行っており、移植片、移植方法やGVHD予防法の中から各患者さんにとって最適な方法を選択しております。その中で、当院における移植法やドナーの選択などが同種造血幹細胞移植の結果に与える影...
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